
JP 5762195 B2 2015.8.12

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　投入口ホッパに投入された玄米が玄米搬送装置、石抜き装置、昇降機、精米装置を経て
白米タンクに供給され、これら機器が料金投入口に投入された利用料金に見合った駆動時
間を上限として制御装置によって制御されるコイン精米機において、
　石抜き装置では、玄米を傾斜する選別板の下部に移動させながら、玄米中に含まれる石
屑を主に選別板の上部に集めるという比重選別による選別作業を行い、制御装置で設定さ
れた石屑米排出時間に排出動作を行うことによって、石屑と玄米とが混在している石屑米
を選別板の上部から排出し、選別作業の最後に残留米の搬送動作を行うことによって、選
別板上の残留米を昇降機を経て最終的には精米装置に搬送する石抜き装置の石屑米排出制
御方法において、
　制御装置は、投入口ホッパに玄米が有る状態から玄米が無くなるまでの間に、玄米搬送
装置を駆動させた玄米取込時間を計測し、最低利用料金に見合った駆動時間よりも前記玄
米取込時間が短いことにより、最低利用料金に見合った精米可能な玄米量よりも投入口ホ
ッパに投入された玄米量が少ない場合に、前記玄米取込時間に応じて前記石屑米排出時間
を自動的に決定することを特徴とするコイン精米機用石抜き装置の石屑米排出制御方法。
【請求項２】
　投入口ホッパに投入された玄米が玄米搬送装置、石抜き装置、昇降機、精米装置を経て
白米タンクに供給され、これら機器が料金投入口に投入された利用料金に見合った駆動時
間を上限として制御装置によって制御されるコイン精米機において、



(2) JP 5762195 B2 2015.8.12

10

20

30

40

　石抜き装置では、玄米を傾斜する選別板の下部に移動させながら、玄米中に含まれる石
屑を主に選別板の上部に集めるという比重選別による選別作業を行い、制御装置で設定さ
れた石屑米排出時間に排出動作を行うことによって、石屑と玄米とが混在している石屑米
を選別板の上部から排出し、選別作業の最後に残留米の搬送動作を行うことによって、選
別板上の残留米を昇降機を経て最終的には精米装置に搬送する石抜き装置の石屑米排出制
御方法において、
　制御装置は、投入口ホッパに玄米が有る状態から玄米が無くなるまでの間に、玄米搬送
装置を駆動させた玄米取込時間を計測するものであり、
　制御装置は、計測の開始からの玄米取込時間が一定の玄米取込量を想定した規定時間に
達したときに投入口ホッパに玄米が残っている場合には、前記規定時間に応じて前記石屑
米排出時間を自動的に決定すると共に、前記玄米取込時間の計測を新たに開始し、且つ石
抜き装置による選別作業の途中に石屑米の排出動作を行うための制御信号を石抜き装置に
出力し、
　制御装置は、計測の開始からの玄米取込時間が前記規定時間に達する迄に投入口ホッパ
に玄米が無くなった場合には、計測の開始からの玄米取込時間に応じて前記石屑米排出時
間を自動的に決定すると共に、石抜き装置による選別作業の最後に石屑米の排出動作と残
留米の搬送動作を順次行うための制御信号を石抜き装置に出力することを特徴とするコイ
ン精米機用石抜き装置の石屑米排出制御方法。
【請求項３】
　コイン精米機は、石屑米排出時間を設定可能な設定器を備えるものであり、
　前記規定時間に応じた石屑米排出時間は、設定器によって設定可能な基準排出時間であ
り、前記規定時間以外の玄米取込時間に応じた石屑米排出時間は、設定器によって設定不
能な減算時間を、前記基準排出時間から制御装置が差し引いた時間であることを特徴とす
る請求項２に記載のコイン精米機用石抜き装置の石屑米排出制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、利用客が玄米を持ち込み、利用料金を投入して希望する精白度合いで精白す
るコイン精米機において、石抜き装置で行われる石屑米の排出を制御する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、お米の生産地だけでなく、消費地である大都市にコイン精米機が設置されるケー
スが増えてきている。また、近年の健康食ブームの影響から米糠の栄養素を残した精米、
いわゆる「ぶづき米（ぶつき米とも言う。）」を好む利用客も増えてきている。このよう
な背景からコイン精米機では、従来の「７ぶづき」、「標準」、「上白」、「無洗米」の
一般的な精白度合いでの精米が可能な機種ばかりではなく、「１ぶづき」、「３ぶづき」
、「５ぶづき」等の低い精白度合いでの精米も可能な機種も出回っている。
【０００３】
　精白度合いは、精米前の玄米と精米後の白米の重量比、いわゆる精米歩留まりを基準に
して表すことが一般的に知られている。玄米表面の糠層とそれに続く胚乳部（でんぷん質
）の一部が精米によって取り除かれ、取り除かれる重量が多いほど精白度合いが高い（白
い）白米になる。前記した「１ぶづき」から「無洗米」までの各精白度合いの場合に精米
歩留まりは、数式（白米重量÷玄米重量×１００＝　　％）を用いて、以下の表１のよう
に表される。
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【表１】

【０００４】
　ところで、近年、コイン精米機で精米される玄米の量が従来よりも減少する傾向にある
。具体的に言えば、１回当りに精米される玄米の量（精米量）が従来一番多かった30kgか
ら、10kgや5kg、或いはコイン精米機の最低精米量に近い２～３kg等が増える傾向にある
。その理由としては、以下の（１）、（２）の理由が考えられる。
（１）大都市では生産地に比べて核家族化が進んでおり、家族の構成人数が少なく、精米
後の鮮度を保つため、一度に沢山の精米をしなくなった。
（２）健康志向のぶづき米は、栄養素が多い糠層を残した精米であるが反面、糠の油脂分
がお米の表面に残っていて、米の酸化が早い欠点がある。そのため、利用客は、１回当り
の精米量を従来よりも少なくしている。
【０００５】
　このように１回当たりの精米量が減少すると、希望した精白度合いに対して歩留まりが
悪化するという今まででは見られなかった新たな問題が生じてきた。というのも、玄米に
は石屑が混入しているので、石屑を除去するためにコイン精米機には石抜き装置が組み込
まれている。そして、石抜き装置では、玄米と石屑を比重差で選別している。比重差で選
り分けた石屑の中には少量の玄米も含まれており、一緒になった石屑と少量の玄米（「石
屑米」と言う。）を石抜き装置の外部に排出している。具体的には、特許文献１に記載し
てあるように、投入口ホッパが空になってから、所定時間経過後の選別作業の終了前に石
抜き装置の排出ゲートを開いて石屑米を排出し、その後、選別板上に残っている残留米を
排出している。排出ゲートの下流側には切換シャッターが設けられており、石屑米が排出
されている間は、切換シャッターを石屑米回収位置に保持し、残留米が排出されている間
は、切換シャッターを残留米回収経路側（昇降機側）に保持している。従って、排出ゲー
トを開いてから切換シャッターを残米回収経路側に切り換えるまでの時間（石屑米回収時
間）だけ、石屑米が回収される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００２－１０２７２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、従来の石抜き装置では、石屑米回収時間が精米量に関係なく常に一定時
間、即ち固定値であった。この固定値は、１回当りの精米で精米される一般的な精米量（
袋に入った30kgの玄米）を想定して定められた値である。石屑米回収時間の一例としては
、４秒であり、この間に約120gの石屑米を排出することを想定している。精米量30kgに対
して約120gの石屑米は、0.4％であり、この程度であれば、石屑米の排出量は精米歩留ま
りに対して殆ど影響を与えない。
【０００８】
　ところが、想定よりも少ない精米量、例えば２～３kgの精米量の場合にも、一定時間だ
け石屑米を回収するので、この場合にも約120gの石屑米を排出することになる。そうする
と、精米量に対する石屑米の割合は、4～6％となり、精米歩留まりに対する影響が大きく
なる。特に精白度合いが低いほど、本来、除去される糠層の量は少ないはずなので、常に
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120g分石屑米として排出されると、精米後の白米の量が極端に減っていることに利用客が
気づくことになる。なお、玄米中に混入している石屑の割合は、玄米量に関係なく普通一
定であるので、精米量が少量であるにも関わらず一定時間だけ石屑米を回収すれば、石屑
米に含まれる玄米量の割合が増えることになる。
【０００９】
　ここまでは、精米量が想定よりも少ない場合の問題点を指摘したが、精米量が想定より
も多い場合にも別の問題点があることに本発明者は気付いた。つまり、コイン精米機を１
回使用するに当たって何袋分も精米した場合でも、石抜き装置では選別作業の終了前に一
定時間、石屑米を回収することが行われる。そうすると、精米量が大量となり、それに伴
って選別板上に溜まった石屑の量が多くなるので、一定時間の石屑米の回収では、石屑が
十分に排出されないことになり、白米に石屑が混入する量が増えることになる。
【００１０】
　本発明は、上記実情を考慮したもので、石抜き装置において精米量に見合った石屑米を
排出することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、投入口ホッパに投入された玄米が玄米搬送装置、石抜き装置、昇降機、精米
装置を経て白米タンクに供給され、これら機器が料金投入口に投入された利用料金に見合
った駆動時間を上限として制御装置によって制御されるコイン精米機において、石抜き装
置では、玄米を傾斜する選別板の下部に移動させながら、玄米中に含まれる石屑を主に選
別板の上部に集めるという比重選別による選別作業を行い、制御装置で設定された石屑米
排出時間に排出動作を行うことによって、石屑と玄米とが混在している石屑米を選別板の
上部から排出し、選別作業の最後に残留米の搬送動作を行うことによって、選別板上の残
留米を昇降機を経て最終的には精米装置に搬送する石抜き装置の石屑米排出制御方法を前
提とする。
【００１２】
　そして、本発明は以下の（１）を含むものである。（１）制御装置は、投入口ホッパに
玄米が有る状態から玄米が無くなるまでの間に、玄米搬送装置を駆動させた玄米取込時間
を計測するものである。
【００１３】
　また本発明のうち第一の態様は、上記の（１）の他に、以下の（２）を含むものである
。（２）制御装置は、最低利用料金に見合った駆動時間よりも前記玄米取込時間が短いこ
とにより、最低利用料金に見合った精米可能な玄米量よりも投入口ホッパに投入された玄
米量が少ない場合に、前記玄米取込時間に応じて前記石屑米排出時間を自動的に決定する
ものである。
【００１４】
　また本発明のうち第二の態様は、上記の（１）の他に、以下の（３）（４）を含むもの
である。（３）制御装置は、計測の開始からの玄米取込時間が一定の玄米取込量を想定し
た規定時間に達したときに投入口ホッパに玄米が残っている場合には、前記規定時間に応
じて前記石屑米排出時間を自動的に決定すると共に、前記玄米取込時間の計測を新たに開
始し、且つ石抜き装置による選別作業の途中に石屑米の排出動作を行うための制御信号を
石抜き装置に出力するものである。（４）制御装置は、計測の開始からの玄米取込時間が
前記規定時間に達する迄に投入口ホッパに玄米が無くなった場合には、計測の開始からの
玄米取込時間に応じて前記石屑米排出時間を自動的に決定すると共に、石抜き装置による
選別作業の最後に石屑米の排出動作と残留米の搬送動作を順次行うための制御信号を石抜
き装置に出力するものである。
 
【００１５】
　また本発明のうち第三の態様は、第二の態様を含む他に、以下の（５）（６）（７）を
含むものである。（５）コイン精米機は、石屑米排出時間を設定可能な設定器を備えるも
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のである。（６）前記規定時間に応じた石屑米排出時間は、設定器によって設定可能な基
準排出時間である。（７）前記規定時間以外の玄米取込時間に応じた石屑米排出時間は、
設定器によって設定不能な減算時間を、前記基準排出時間から制御装置が差し引いた時間
である。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、投入口ホッパに投入された玄米の取込量に応じて石屑米排出時間を決
定するので、従来に比べれば、石抜き装置において精米量に見合った石屑米を排出するこ
とが可能となり、最終的な精米歩留まりが精白度合いに見合ったものとなる。
【００２１】
　また、本発明によれば、玄米の取込量と相関関係のある玄米取込時間に応じて石屑米排
出時間を決定するので、玄米の取込量を簡易に把握することができる。特に本発明のうち
第一の態様の発明によれば、最低利用料金に見合った精米可能な玄米量よりも投入口ホッ
パに投入された玄米量が少ない場合、すなわち精米量が非常に少ない場合にでも、石抜き
装置において精米量に見合った石屑米を排出することが可能となり、従来に比べて、精米
歩留まりが向上する。
【００２２】
　更に、本発明のうち第二の態様によれば、玄米取込時間が規定時間に達する毎に、石抜
き装置による石屑米の排出動作が行われるので、多量に精米した場合でも精米後に石屑が
混入する可能性が低くなる。また、玄米取込時間が規定時間に満たない少量の精米をした
場合にでも、玄米の取込量に応じた石屑排出時間を決定して石屑米の排出動作が行われる
ので、精米歩留まりが精白度合いに見合ったものとなる。
【００２４】
　更に、本発明のうち第三の態様の発明によれば、石屑米排出時間の設定を変更する場合
には、基準排出時間を設定するだけで良く、規定時間以外の玄米取込時間に応じた石屑米
排出時間が基準排出時間によって自動的に定まるので、コイン精米機の管理者が石屑米排
出時間の設定を容易に行える。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】コイン精米機の精米手順を側面から示す説明図である。
【図２】コイン精米機の機器の配置具合を示す平面図である。
【図３】客室側から見た機械室の正面図である。
【図４】制御装置の操作盤を示す正面図である。
【図５】石抜き装置の概略を示す縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　図１～図４に基づいてこのコイン精米機１の概要を説明する。このコイン精米機１は、
建屋２内に設置されるもので、建屋２内が客室３と機械室４と糠室５に前後の仕切板６ａ
、６ｂによって仕切られている。より詳しく言えば、前側の仕切板６ａは、図３の例では
矩形の開口部６ｃが設けられており、この開口部６ｃをコイン精米機１の正面側を構成す
る正面パネル７が主体となって塞いでいる。
【００２７】
　機械室４は、その内部には精米処理するための機器の大半、つまりコイン精米機１の大
半が組み込まれている。図示の例では、投入口ホッパ１２、玄米搬送装置１３、一番昇降
機１４、石抜き装置１５、二番昇降機１６、精米装置１７、並びにこれら機器の動作を自
動制御する制御装置１１が正面パネル７の後側に組み込まれている。また、糠用サイクロ
ン１８は糠室５に設けられている。
【００２８】
　客室３は、正面（図２の下側）に出入口３ａ、並びに出入口３ａを開閉する引戸３ｂを
備えている。引戸３ｂをあけて客室３の中に入ると、正面には機械室４の正面パネル７が
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配置されている。正面パネル７の前面側には、操作盤１１ａが設けられている。操作盤１
１ａは、図４に示すように、制御装置１１の前面部を構成しており、料金投入口としての
コイン投入口１１ｂ、精白度合いの異なる複数の白度ボタン１１ｃ、液晶表示器１１ｄ、
スピーカー１１ｅが設けられている。液晶表示器１１ｄは、精米の利用時に利用料金の受
付枚数の表示や、その時々の操作方法の表示を行うほか、故障診断や運転履歴などのメン
テナンス情報を表示することも可能である。その他に、液晶表示器１１ｄは、タッチパネ
ルを用いた設定器でもあり、各種の設定画面を呼び出すことによって各種のデータを設定
可能としてある。制御装置１１は、主に操作盤１１ａに対して操作がなされると、その操
作に基づいて各種の機器に対し制御信号を出力するもので、その制御信号に基づいて各種
の機器が駆動する。
【００２９】
　また、操作盤１１ａの他に、正面パネル７の前面側には玄米投入口７ａ、白米タンク１
９が左右に間隔をあけて設けられている。図３の例では、白米タンク１９が正面パネル７
の左側の高さ中間部に配置され、玄米投入口７ａが正面パネル７の幅中央部の高さ中間部
に形成されている。また、玄米投入口７ａは、正面に向かって開口する状態となっており
、玄米投入口７ａよりも下側において正面パネル７から玄米載せ台７ｂが手前に突出する
状態で設けられている。
【００３０】
　この玄米投入口７ａの奥には、玄米投入空間７ｃが形成されている。玄米投入空間７ｃ
は自動扉３１を開くことによって形成されるものであって、その下に投入口ホッパ１２が
配置されている。投入口ホッパ１２は、下方に向けて尻窄みとなる漏斗形状のホッパ本体
１２ａを主体とし、ホッパ本体１２ａの上部に、玄米を通過させる金網１２ｂが張られて
いる。また、ホッパ本体１２ａには、より詳しく言えばホッパ本体１２ａの下部には、玄
米を検知する玄米センサ１２ｃが設けられている。また、ホッパ本体１２ａの底部には、
玄米搬送装置１３が連通して設けられている。通常であれば、利用料金投入後に、静電容
量式の玄米センサ１２ｃが玄米を検知すると、その検知信号（玄米有り信号）を受けて制
御装置１１は、その後に白度ボタン１１ｃが押された場合に、玄米搬送装置１３、一番昇
降機１４、石抜き装置１５、二番昇降機１６を、利用料金に見合った駆動時間だけ、駆動
させる。一方、利用料金に見合った駆動時間中であっても、玄米が無くなると、玄米セン
サ１２ｃからの玄米無し信号を受けて制御装置１１は、設定期間経過後に玄米搬送装置１
３、一番昇降機１４、石抜き装置１５を順次停止させる。
【００３１】
　玄米搬送装置１３は、搬送バルブ１３ａをケーシング１３ｂ内に収容し、搬送バルブ１
３ａを図示しないモータで一方向に回転させるものである。搬送バルブ１３ａは、回転軸
を中心にして複数枚の羽根が放射状に突出するもので、隣り合う二枚の羽根で区画された
領域に定量の玄米が収容される。一定速度で回転する搬送バルブ１３ａから定量毎の玄米
が排出され、一番昇降機１４の下部の受入口１４ａに送り込まれる。
【００３２】
　一番昇降機１４は、玄米を上昇させるもので、バケットコンベヤからなる昇降機が用い
られる。バケットコンベヤの駆動によって、下部の受入口１４ａに投入された玄米をバケ
ットで上方に搬送し、上部の吐出し口１４ｂから石抜き装置１５の石抜きホッパ５１に排
出する。
【００３３】
　石抜き装置１５は図５に示すように、上部に石抜きホッパ５１を備えると共に、石抜き
ホッパ５１の下方に玄米と石屑を選別する選別板５２を、水平状態を基準として高さ方向
に僅かに傾斜させて配置してある。より詳しく言えば、選別板５２の傾斜方向全長の中間
部に相当する位置の真上に石抜きホッパ５１の排出口が位置している。この選別板５２に
は伝達機構５３を介在してモータ５４が連結されている。そして、モータ５４の回転運動
が伝達機構５３によって、選別板５２を傾斜したまま揺する運動に変換される。また、選
別板５２は、多数の孔（図示省略）が全面に形成されている。そして、この孔は、傾斜す
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る選別板５２上を玄米等が滑り落ちるのを阻止するために、孔の周囲の下側に相当する部
分を斜めに切り起こす状態に形成されている。また、この孔を風が下方から上方に向かっ
て通り抜けるように、選別板５２の下方にはファン５５が配置されており、ファン５５の
下側から選別板５２の下方を囲む状態でファンケーシング５６が設けられている。このフ
ァン５５には、前記伝達機構５３の一部が連結しており、モータ５４によってファン５５
を回転させるようになっている。
【００３４】
　つまり、石抜き装置１５では、選別板５２が揺すられながら、ファン５５からの風を孔
から通過させることによって、玄米と石屑の比重差が作用し、石屑が沈み、玄米が石屑の
上に浮くことになる。そして、石屑は、揺すられているうちに、傾斜した選別板５２上の
上端に向かって移動していく。また、上に浮いた玄米は、続々と供給される玄米によって
押されて下方に流されていき、二番昇降機１６の受入口１６ａに送り込まれる。
【００３５】
　また、石抜き装置１５は、選別板５２の上端には、石屑の排出口５７が形成されており
、排出口５７には第１の切換シャッター５８が設けられている。第１の切換シャッター５
８は排出口５７を開閉可能なもので、図示の例では、上端部をピン５８ａで水平に軸支さ
れ、それによって揺動可能に支持されている。また、第１の切換シャッター５８には、図
示しないが、スプリング等のバネ材が連結されており、バネ材の弾性力によって通常、排
出口５７を塞ぐ位置に第１の切換シャッター５８を保持している。更に、第１の切換シャ
ッター５８のピン５８ａは、アクチュエータとしての第１の電磁切換弁５８ｂに連結され
ており、第１の電磁切換弁５８ｂをＯＮ／ＯＦＦすることにより、第１の切換シャッター
５８の開閉状態を切り換える。より詳しく言えば、第１の電磁切換弁５８ｂの通常状態（
ＯＦＦ状態）では、バネ材の弾性力によって第１の切換シャッター５８が閉鎖状態に保持
され、石屑は選別板５２上からの落下を阻止される。第１の電磁切換弁５８ｂのＯＮ状態
ではバネ材の弾性力に逆らって第１の切換シャッター５８がピン５８ａを支点として開放
方向に回って開放状態に保持される。すると、選別板５２の揺れとファン５５の作用によ
って、石屑が選別板５２の上端よりも上に向かって移動して、石屑は、選別板５２上から
落下する。
【００３６】
　また、第１の切換シャッター５８の下流側には、流路を切り換える第２の切換シャッタ
ー５９が設けられている。第２の切換シャッター５９も第１の切換シャッター５８と同様
の開閉可能（揺動可能）な構造であり、第２の電磁切換弁５９ｂをＯＮ／ＯＦＦすること
により、第２の切換シャッター５９の二次側の流路を切り換える。より詳しく言えば、第
２の電磁切換弁５９ｂの通常状態（ＯＦＦの状態）では、バネ材の弾性力によって第２の
切換シャッター５９が石屑米を回収ケース２１に案内する位置に保持されている。従って
、第１の切換シャッター５８から落下した石屑米は、第２の切換シャッター５９が通常状
態であると、回収ケース２１にそのまま回収される。これが石屑米の排出動作である。
【００３７】
　一方、石抜き装置１５が停止する前、すなわち石抜き装置１５の選別作業の終了直前に
は、石屑米の排出動作の後に残留米の搬送動作が行われる。第２の電磁切換弁５９ｂがＯ
Ｎの状態になると、バネ材の弾性力に逆らって第２の切換シャッター５９は、ピン５９ａ
を支点として回って、選別板５２上に残った残留米を二番昇降機１６に案内する位置に保
持される。従って、第１の切換シャッター５８から落下した残留米は、二番昇降機１６に
供給される。これが残留米の搬送動作である。石抜き装置１５の選別作業の終了直前には
、石屑米の排出動作の後に、残留米の搬送動作が常に行われる。
【００３８】
　これら二つの電磁切換弁５８ｂ、５９ｂのＯＮ／ＯＦＦ動作が、制御装置１１によって
制御される。そして、第１の電磁切換弁５８ｂをＯＮしてから、第２の電磁切換弁５９ｂ
をＯＮするまでの時間、つまり、第１の切換シャッター５８を開放してから、第２の切換
シャッター５９を二番昇降機１６側に切り換えるまでの時間が、石屑米排出時間となる。
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この石屑米排出時間は、制御装置１１に設定されており、玄米の取込量に応じた値となっ
ている。
【００３９】
　二番昇降機１６は、一番昇降機１４と同様の構造であって、バケットコンベヤの駆動に
よって、玄米を高い位置まで上昇させてから、精米装置１７に供給する。
【００４０】
　精米装置１７は、精米ホッパ１７ａの上部にはオーバーフローセンサ１７ｂを、下部に
は玄米センサ１７ｃを設けてある。玄米センサ１７ｃが玄米を検知すると、その検知信号
を受けて制御装置１１が精米装置１７を駆動させる。また、オーバーフローセンサ１７ｂ
が玄米を検知すると、その検知信号を受けて制御装置１１が現在駆動している機器、例え
ば玄米搬送装置１３を停止させ、オーバーフローセンサ１７ｂが玄米を検出しなくなると
、そのオーバーフロー無し信号を受けて制御装置１１が停止させた機器を駆動させる。ま
た、玄米がなくなると、玄米センサ１７ｃからの玄米無し信号を受けて制御装置１１は、
設定期間経過後に精米装置１７を停止させる。
【００４１】
　また、精米装置１７は、前記した精米ホッパ１７ａの下方には、多角筒形の精白室１７
ｄが配置されており、玄米が供給された精白室１７ｄ内で図示しない精白ロールをモータ
で回転させると、摩擦抵抗によって糠が擦り取られる。そして、精白室１７ｄの下方に配
置した除糠ファン１７ｅによる吸引によって糠を回収しつつ、白米を白米タンク１９に排
出する。
【００４２】
　更に、この精米装置１７は、１ぶづきから無洗米までの所望の精白度合いを精米初期段
階から終了段階まで保持した精米が可能なものである。精白室１７ｄ内に規定量の玄米が
保有されている場合にのみ、所望の精白度合いで精米をすることが可能となる。そのため
、単位時間あたり定量の玄米を供給しながら、精白ロールを等速回転させた場合には、精
米初期段階と終了段階では、精白室１７ｄ内の玄米が規定量よりも不足することが起こり
、所望の精白度合いにならない。これを防ぐために、精白室１７ｄ内に規定量の玄米を保
有する状態で、精白室１７ｄ内への玄米の供給及び精白室１７ｄからの玄米の排出を遮断
し、遮断した状態で精白ロールを回転させ、その精白ロールの回転中に目減りした分の玄
米を必要に応じて精白室１７ｄに追加供給する処理を行う。
【００４３】
　より詳しく言えば、精白室１７ｄ内に初めて玄米が供給される場合には、予め精白室１
７ｄの出口を塞いだ状態で玄米を供給し、規定量を供給した時点で精白室１７ｄ内への玄
米の供給を遮断し、その上で精白ロールを回転させて精米を行い、精米によって目減りし
た量分の玄米を精白度合い応じて追加供給する。精白度合いが極端に低い場合、例えば１
ぶづきの場合には、目減りする量が少量であるので、玄米を追加供給する必要性はない。
精白ロールを回転させて所定時間経過した後には、所望の精白度合いになっているので、
精白室１７ｄを塞ぐ抵抗板の力を弱めて白米の排出を行い、以後、精白室１７ｄに玄米を
連続的に供給して、規定量の玄米が精白室１７ｄ内に保有された状態で精白を行う。同様
に、玄米の残量が少なくなってくると、精白度合いに応じて予め追加供給用の玄米を残し
た上で、精白室１７ｄの出口を塞ぐと共に精白室１７ｄへの玄米の供給を遮断し、その上
で精白ロールを回転させて精米を行い、精米によって目減りした量分の玄米を精白度合い
に応じて追加供給する。精白度合いが極端に低い場合には、追加供給用の玄米を残す必要
は無い。このように精米することによって、精米初期段階から終了段階まで所望の精白度
合いで精米することが可能となる。
【００４４】
　これまでにコイン精米機１の概要を説明した。次に、本発明の石抜き装置１５の石屑米
排出制御方法について詳述する。前述したように、制御装置１１には、玄米の取込量に応
じた石屑米排出時間が設定されている。つまり、玄米の取込量と石屑米排出時間とが関連
付けて設定されている。この実施例では、玄米の取込量を、投入口ホッパ１２に玄米が有
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る状態から玄米が無くなるまでの間に、玄米搬送装置１３を駆動させた玄米取込時間で把
握している。つまり、投入口ホッパ１２に玄米が有る期間と、玄米搬送装置１３を駆動さ
せた期間の重複期間が、玄米取込時間となる。
　より詳しく言えば、投入口ホッパ１２に玄米が有ること、及び玄米搬送装置１３の駆動
を開始すること又はその駆動を既にしていることの２条件が満たされた場合に、玄米取込
時間の計測を開始する。従って、いずれか１つの条件しか満たされていない場合には、玄
米取込時間の計測は行われない。また、玄米取込時間が規定時間に達する毎に、玄米取込
時間の計測を、再度０から開始する。更に、投入口ホッパ１２に玄米が無くなると、玄米
取込時間の計測を終了する。投入口ホッパ１２に玄米が有る状態で駆動している間、玄米
搬送装置１３からは単位時間当たり一定量の玄米が搬送される。この結果、前記の２条件
が満たされている時間を計測することにより、玄米の取込量を把握することができる。
【００４５】
　以下、玄米取込時間の計測を開始する２つのパターンを、利用客の操作との関係で具体
的に説明する。
　利用客が正規の利用料金をコイン投入口１１ｂに投入した後に、白度ボタン１１ｃを押
すと、投入口ホッパ１２に玄米が有ろうが無かろうが、それを受けて制御装置１１が即座
に玄米搬送装置１３の駆動を開始する。
　このため利用客が正規の利用料金をコイン投入口１１ｂに投入した後に、玄米を投入口
ホッパ１２に投入すると、投入口ホッパ１２の玄米センサ１２ｃが玄米有り信号を出力し
、引き続いて白度ボタン１１ｃを押した場合には、制御装置１１は、玄米搬送装置１３の
駆動を開始すると共に、玄米取込時間の計測を開始する。これが第１のパターンである。
この第１のパターンのときは、玄米取込時間と、玄米搬送装置１３の駆動時間とは、一致
している。
【００４６】
　また、利用客が玄米を投入口ホッパ１２に投入することなく、正規の利用料金をコイン
投入口１１ｂに投入し、白度ボタン１１ｃを押すと、先に制御装置１１が玄米搬送装置１
３の駆動を開始する。その後に、慌てて玄米を投入口ホッパ１２に投入すると、その時点
で投入口ホッパ１２の玄米センサ１２ｃが玄米有り信号を出力し、それを受けて制御装置
１１は、玄米取込時間の計測を開始する。これが第２のパターンである。この第２のパタ
ーンのときは、玄米取込時間は、玄米搬送装置１３の駆動時間よりも短くなる。
【００４７】
　前記した２条件が満たされたまま玄米が取り込まれているうちに、カウントが進み、こ
のカウント値に基づいて玄米の取込量を把握することが可能となる。前述したように、玄
米搬送装置１３は、単位時間当たり一定量の玄米を取り込むものであり、カウント値と玄
米の取込量は、比例する関係にある。その具体例が下記の表２に示されている。
【表２】

【００４８】
　この実施例においては、カウント値120秒を玄米取込時間の規定時間として、制御装置
１１に設定しておく。また、最低利用料金（１００円）で玄米搬送装置１３が駆動する期
間、つまり利用料金に見合った駆動時間として40秒を制御装置１１に設定しておく。この
ような設定により、規定時間での玄米取込量が、最低利用料金での玄米取込量よりも多く
なっている。利用料金に見合った駆動期間は、利用料金に比例して変動する時間であるの
に対し、規定時間は、一定の精米量（最も標準的な精米量（１袋分の玄米量：30kg））を



(10) JP 5762195 B2 2015.8.12

10

20

30

40

想定した固定の時間であって、その一定量の玄米を取り込むのに要すると想定される時間
である。つまり、規定時間は、利用料金によって左右されることのない固定時間である。
また、規定時間に応じた石屑米排出時間を制御装置１１に設定しておく（後述の表３に示
す４秒）。
【００４９】
　投入口ホッパ１２の玄米センサ１２ｃが玄米有り信号を出力しているときに、カウント
値が規定時間に達すると、制御装置１１によって石抜き装置１５による選別作業の途中に
、規定時間に応じた石屑米排出時間だけ石屑米排出動作のみが行われる。つまり、残留米
の搬出動作は行われない。そして、カウント値が規定時間に達すると、カウント値をリセ
ットして再度カウントを０から開始する。そして、再度、カウント値が規定時間に達した
場合に、投入口ホッパ１２の玄米センサ１２ｃが玄米有り信号を出力しているときには、
規定時間に応じた石屑米排出時間だけ石屑米排出動作のみが行われる。
【００５０】
　また、玄米センサ１２ｃが玄米無し信号を出力する場合もあるので、その時点でのカウ
ント値から把握できる玄米の取込量に応じた石屑米排出時間を、制御装置１１に設定して
おく。下記の表３には、玄米の取込量と、石屑米排出時間と、石屑米の排出量との関係が
、示されている。
【表３】

この実施例では、表３のように、制御装置１１には、玄米の取込量（カウント値）に応じ
た複数の石屑米排出時間が段階的（３段階）に設定されている。前記したように、最低利
用料金に見合った玄米搬送装置１３の駆動時間40秒であり、40秒間での玄米の取込量は10
kgである。そして、40秒よりも玄米の取込量が少ない場合にも、その取込量に応じて、２
段階の石屑米排出時間が設定されている。このように設定された石屑米排出時間の中から
、制御装置１１はカウント値に対応する石屑米排出時間を自動的に決定（選択）し、石屑
米の排出動作が行われ、その後には残留米の搬送動作が行われる。
【００５１】
　この石屑米排出時間は、設定器としての液晶表示器１１ｄを操作して、コイン精米機１
の管理者が任意の値に設定することができる。これは、玄米に混入している石屑の量が米
の収穫時期の気候によって影響されることを考慮したものである。
　より具体的な設定の一例としては次のようにする。10kg以上の場合の石屑米排出時間を
基準排出時間T0とする。この基準排出時間T0は、管理者が３～９秒の範囲で、0.5秒刻み
で設定可能なものとする。設定可能な基準排出時間T0に対して、液晶表示器１１ｄから設
定不能な複数の減算時間が予め定められている。第１の減算時間T1は、５～10kg未満の石
屑米排出時間を定めるための時間で、基準排出時間T0から第１の減算時間T1を引いた値が
５～10kg未満の石屑米排出時間となる。また、第２の減算時間T2は、２～５kg未満の石屑
米排出時間を定めるための時間で、基準排出時間T0から第２の減算時間T2を引いた値が２
～５kg未満の石屑米排出時間となる。表３のような石屑米排出時間にするには、基準排出
時間T0を４秒、第１の減算時間T1を１秒、第２の減算時間T2を２秒とする。
【００５２】
　ここまでに述べた制御方法の概要が、以下の表４に示されている。



(11) JP 5762195 B2 2015.8.12

10

20

30

40

50

【表４】

　つまり、類型１、２のように、玄米センサ１２ｃが玄米有り信号を出力している場合は
、規定時間に到達した場合に、規定時間に応じた石屑米排出時間だけ石屑米の排出動作が
行われ、カウントが０から再開される。規定時間に到達するまでは、そのままカウントが
継続される。
　また、類型３、４のように、玄米センサ１２ｃが玄米無し信号を出力した場合は、規定
時間に到達するか否かに関係なく、それまでのカウント値に応じた石屑米排出時間だけ石
屑米の排出動作が行われ、その後、残留米の搬送動作が行われ、カウントを終了する。
【００５３】
　石抜き装置１５の石屑米排出制御方法を中心にして、前記したコイン精米機１の使用方
法を説明する。まず、制御装置１１は、待機処理を行っている。自動扉３１は、利用客を
待っている待機状態において、玄米投入口７ａを閉鎖している状態となっている。利用客
が客室３に入り、その入室を操作盤１１ａの図示しない人感センサが検出すると、その検
出信号を受けた制御装置１１がスピーカー１１ｅに音声信号を出力し、「いらっしゃいま
せ。利用料金を入れてください。料金を入れると自動扉が開きます。」と音声ガイダンス
が流れ、利用料金の投入を促す。
【００５４】
　正常な硬貨がコイン投入口１１ｂに投入されると、コインメックから投入信号が制御装
置１１に出力され、制御装置１１によって自動扉３１を開放状態で維持する。また、制御
装置１１は、スピーカー１１ｅに音声信号を出力し、「自動扉が開いたら、お米を全部入
れてください。」という音声ガイダンスを流す。
【００５５】
　自動扉３１が開放すると、利用者は玄米投入口７ａから玄米を投入し、玄米が投入口ホ
ッパ１２に張り込まれる。すると、投入口ホッパ１２の下部の玄米センサ１２ｃが玄米を
検知し、その検知信号（玄米有り信号）を受けた制御装置１１が、スピーカー１１ｅに音
声信号を出力し、「お好みの白度ボタンを押してください。ボタンを押すと、スタートし
ます。」と音声ガイダンスが流れる。利用者が好みの白度ボタン１１ｃを押すと、それを
受けて制御装置１１によって精米処理が開始され、制御装置１１から制御信号が次々と出
力され、玄米搬送装置１３、一番昇降機１４、石抜き装置１５、二番昇降機１６、精米装
置１７が利用料金に見合った駆動時間を上限として駆動する。そして、玄米搬送装置１３
を駆動させた時間の計測（カウント）が開始される。
【００５６】
　精米処理が行われるにつれてカウント値が増えながら玄米が減っていく。料金投入口に
投入された利用料金で投入口ホッパ１２に投入された玄米を全て精米できる場合、すなわ
ち、利用料金に見合った玄米搬送装置１３の駆動時間で投入口ホッパ１２に投入された玄
米を全て搬送できる場合は、以下の（１）～（３）の処理のみが行われる。
【００５７】
　（１）計測の開始からカウント値が規定時間に達する迄（達する前、又は達したとき）
に、投入口ホッパ１２の玄米センサ１２ｃが玄米なし信号を出力した場合＝玄米が無くな
った場合には、制御装置１１によってカウント値に応じた石屑米排出時間が自動的に決定
され、石屑米の排出動作、残留米の搬送動作が連続して行われる。また、その玄米無し信
号を受けて、制御装置１１は、終了処理、待機処理を順次行う。つまり、精米処理を行う
全機器の運転を順番に停止させる。その後、再度、投入口ホッパ１２に玄米が投入されな
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い場合には、自動扉３１を閉じる音声ガイダンスのための音声信号が制御装置１１からス
ピーカー１１ｅに出力され、通常であれば最終的に自動扉３１が閉鎖される。ここまでが
終了処理である。そして、次の利用客がコイン投入口１１ｂにコインを投入するのを待機
する待機処理に移行する。
【００５８】
　（２）また、計測の開始からカウント値が規定時間に達したときに、投入口ホッパ１２
の玄米センサ１２ｃが玄米有り信号を出力している場合＝玄米が残っている場合には、制
御装置１１によって規定時間に応じた石屑米排出時間が自動的に決定され、石屑米の排出
動作のみが行われ、カウントが０から再開される。再開されたカウント値についても、規
定時間に達したときに、投入口ホッパ１２の玄米センサ１２ｃが玄米有り信号を出力して
いる場合は、再度、同様の処理が行われる。
【００５９】
　（３）更に、再開されたカウント値が規定時間に達する迄に、投入口ホッパ１２の玄米
センサ１２ｃが玄米無し信号を出力した場合には、制御装置１１によってカウント値に応
じた石屑米排出時間が自動的に決定され、石屑米の排出動作、残留米の搬送動作が連続し
て行われる。また、その玄米無し信号を受けて、制御装置１１は、終了処理、待機処理を
順次行う。
【００６０】
　一方、料金投入口に投入された利用料金では、投入口ホッパ１２に投入された玄米を全
ては精米できない場合＝料金不足の場合は、（１）～（３）の処理の途中であっても、以
下の（４）、（５）の処理が行われる。
【００６１】
　（４）玄米搬送装置１３の駆動時間が利用料金に見合った駆動時間に達した場合に、投
入口ホッパ１２の玄米センサ１２ｃが玄米有り信号を出力したときには、玄米搬送装置１
３～精米装置１７までを順次停止させた上で、その時点でのカウント値を保持したまま、
制御装置１１は、利用料金の投入を待機する処理を行う。具体的には利用料金が不足して
いる旨を出力する処理（液晶表示器１１ｄに表示したり、スピーカー１１ｅから出力した
りする処理）を行う。つまり、料金不足の発生時点では、カウント値が規定時間に達して
いたとしても、石屑米の排出動作や、残留米の搬送動作が行われない。そして、料金不足
の発生時点から、利用料金が投入されれば、玄米搬送装置１３～精米装置１７までを順次
駆動させる上に、制御装置１１によって規定時間に応じた石屑米排出時間が自動的に決定
され、石屑米の排出動作のみが行われ、カウントが０から再開される。一方、料金不足の
発生時点では、カウント値が規定時間に達していない場合に、利用料金が投入されれば、
制御装置１１によって保持されたカウント値をそのまま再開し、玄米搬送装置１３～精米
装置１７までを順次駆動させる。この後は、前記した（１）～（３）の処理のうち、該当
する処理が行われる。
【００６２】
　このようにすることにより、石抜き装置１５の選別板５２上や精米装置１７の精白室１
７ｄ内には、それまでの精米処理中に供給された玄米が残っている。従って、次に駆動さ
せたときにこれら装置に所定量の玄米が溜まるまで待つ空白時間の発生を防いでいる。な
お、空白時間の発生を気にしなければ、料金不足の発生時点では、玄米搬送装置１３のみ
を停止させ、石屑米の排出動作や、残留米の搬送動作を連続して行った上で、石抜き装置
１５～精米装置１７を順次停止させても良い。
【００６３】
　（５）一方、玄米搬送装置１３の駆動時間が利用料金に見合った駆動時間に達した場合
に、投入口ホッパ１２の玄米センサ１２ｃが玄米無し信号を出力したときには、制御装置
１１によってその玄米取込時間に応じて石屑米排出時間が自動的に決定されると共に、石
抜き装置による選別作業の終了前に石屑米の排出動作と残留米の搬送動作とが順次行われ
る。この後は、その玄米無し信号を受けて、制御装置１１は、終了処理、待機処理を順次
行う。
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【００６４】
　本発明は上記実施形態に限定されない。例えば、石屑米排出時間は、玄米の取込量が10
kg以上の場合には30kgまで同じであったが、より細かく設定するものであっても良い。従
って、基準排出時間T0に対して、減算時間を３つ以上設けても良い。
【００６５】
　また、石抜き装置１５による選別作業の途中に石屑米の排出動作が行われる場合に、玄
米搬送装置１３及び一番昇降機１４は駆動を継続していたが、その排出動作の時間だけ玄
米搬送装置１３、或いは玄米搬送装置１３と一番昇降機１４を停止させても良い。
【符号の説明】
【００６６】
１コイン精米機
２建屋
３客室
３ａ出入口
３ｂ引戸
４機械室
５糠室
６ａ仕切板
６ｂ仕切板
６ｃ開口部
７正面パネル
７ａ玄米投入口
７ｂ玄米載せ台
７ｃ玄米投入空間
１１制御装置
１１ａ操作盤
１１ｂコイン投入口
１１ｃ白度ボタン
１１ｄ液晶表示器（設定器）
１１ｅスピーカー
１２投入口ホッパ
１２ａホッパ本体
１２ｂ金網
１２ｃ玄米センサ
１３玄米搬送装置
１３ａ搬送バルブ
１３ｂケーシング
１４一番昇降機
１４ａ受入口
１４ｂ吐出し口
１５石抜き装置
１６二番昇降機
１６ａ受入口
１７精米装置
１７ａ精米ホッパ
１７ｂオーバーフローセンサ
１７ｃ玄米センサ
１７ｄ精白室
１７ｅ除糠ファン
１８糠用サイクロン
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１９白米タンク
２１回収ケース
３１自動扉
５１石抜きホッパ
５２選別板
５３伝達機構
５４モータ
５５ファン
５６ファンケーシング
５７排出口
５８第１の切換シャッター
５８ａピン
５８ｂ第１の電磁切換弁
５９第２の切換シャッター
５９ａピン
５９ｂ第２の電磁切換弁

【図１】 【図２】
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